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見出しやページのデザインは大変わかりやすく良い
と思います。ただ、文字数が多く、多少の読みにくさ
を感じます。特に文字数が多い部分は重要な所を強
調して書く、余白の広さや、改行の位置などを工夫
し、文字の多い場所を一か所に集中させないよ

うにするなど、より読みやすくするための
工夫があれば良いと思います。

議会だよりは全体として分かりやすくまとめられてい
ますが、議決内容が市民の生活にどのような影響を
与えるのかは伝わりにくいと感じました。各議題につ
いて「何が決まり、暮らしがどう変わるのか」を簡潔に
示したり、二次元コードで詳しい説明につ
なげたりする工夫があれば、より理解しや
すくなると思います。

上田　隆貴 さん
（京都府木津川市出身／２年生）

門永　晋 さん
（群馬県桐生市出身／２年生）

｜特  集｜ いま注目のギカモニさん
（議会モニター）

「議会モニター制度」の愛称。
議会をより分かりやすく開か

見出しやデザインは、今期の広報広聴委員会
のメンバーから議会だよりの一新を図り、読
んでいただきやすいよう変えました。ご指摘
の通り、行政サイドの文言は分かり難い標語
もありますので、注釈を付け、文字数にも注
意し、なるべく市民の方々も読みやすいよう
工夫してまいります。

（岩崎　崇央 議員）

なるほど、議会で決定する予算や条例が実
際の市民生活とどうかかわるのかという視
点は大切ですね。具体的な生活場面を想
定して「この条例のおかげで助かった」み
たいな、ショートストーリーや4コマ漫画で
の表現を工夫してみるのもいいかもしれ
ません。

（梶原　秀明 議員）

「議会」と聞くと、難しく堅苦しい印象を
抱き、遠い存在でした。しかし、昨年ゼミ
主催で開催したイベントや議会モニ
ターを通して議員の方々と関わる中で、
その印象は良い方向へと変わりました。
今後、議会を身近な存在として捉え、主
体的に学んでいきたいです。

議会モニターとして議会を傍聴させていた
だきました。専門用語が少なく、一般市民に
も理解しやすい点は良かったと感じました。
AIによる文字化には一部誤りがあったもの
の、内容把握の助けとなっていました。一方
で、傍聴者向けの受付や入場
の流れが分かりにくく、案内の
明示化が必要だと感じました。

正直に言うと、私は議会が「いつ」「どこ
で」開かれているのか知りませんでし
た。堅くて遠い存在だと思っていた議会
ですが、実は私たちの暮らしに直結する
ことが話し合われています。知らないま
まにするのは、少しもったいないと感じ
ました。

私にとって身近な話題が上がったときに、
特に楽しいと感じました。傍聴している人
が内容の把握をしやすいように、文字起
こしをするといった工夫をしている点が
とてもいいと思いました。もっと多くの市

民に議会の傍聴に来て、議
会という場の雰囲気を味
わってほしいと思います。

野崎　祐晴 さん
（静岡県静岡市出身／２年生）

片桐　彩花 さん
（京都府綾部市出身／3年生）

いま注目の
ギカモニさん

（ 議 会 モ ニ タ ー ）

田辺　健太 さん
（福井県美浜町出身／3年生）

ギカモニさん、12月議会の傍聴、そして特集記事の編集をありがとうござい
ました。
議会では、まちにとって、また住民の暮らしに直結する重要な議論がされてい
ます。しかし、議会はどこか遠くの存在と思われがちです。そこを若い大学生
の視点でご覧いただいたことが大変参考になりました。今後、議
会だよりなどの広報広聴活動や議会全般について、より多様な
世代が参画し、双方向のコミュニケーションが進む取り組みを
行ってまいります。引き続き意見交換しながらより良い福知山
市議会のためにともによろしくお願いします。
　　　　　　　　　　　　　 小松　遼太 議員（委員長）

れたものにするために、議会や議員に接しての率直な意見・感想を出し
ていただき議会運営に生かしていく制度です。福知山公立大学地域経
営学部・杉岡秀紀ゼミで主権者教育を学ぶ学生の皆さんに協力いただ
き試行的なスタートを切ったところです。

広報改善コラム！

大学生目線の提案は…

小中高生が
授業の一環で
議会を傍聴
できたら…

議会だよりに
若者の活躍の
掲載があれば…

傍聴席の場所や
入場の流れを
わかりやすく工夫
できたら…

議会ってどんなイメージ？

傍聴してみてどうだった？

他市の
広報誌と
比較！

関谷　鮎菜 さん
（北海道札幌市出身／3年生）

ギ カ モ ニ とは？

初めての
議会傍聴！

特 集

広報広聴委員コメント 広報広聴委員コメント

広報広聴委員コメント

2No.152　議会だより

特
　
集



見出しやページのデザインは大変わかりやすく良い
と思います。ただ、文字数が多く、多少の読みにくさ
を感じます。特に文字数が多い部分は重要な所を強
調して書く、余白の広さや、改行の位置などを工夫
し、文字の多い場所を一か所に集中させないよ

うにするなど、より読みやすくするための
工夫があれば良いと思います。

議会だよりは全体として分かりやすくまとめられてい
ますが、議決内容が市民の生活にどのような影響を
与えるのかは伝わりにくいと感じました。各議題につ
いて「何が決まり、暮らしがどう変わるのか」を簡潔に
示したり、二次元コードで詳しい説明につ
なげたりする工夫があれば、より理解しや
すくなると思います。

上田　隆貴 さん
（京都府木津川市出身／２年生）

門永　晋 さん
（群馬県桐生市出身／２年生）

｜特  集｜ いま注目のギカモニさん
（議会モニター）

「議会モニター制度」の愛称。
議会をより分かりやすく開か

見出しやデザインは、今期の広報広聴委員会
のメンバーから議会だよりの一新を図り、読
んでいただきやすいよう変えました。ご指摘
の通り、行政サイドの文言は分かり難い標語
もありますので、注釈を付け、文字数にも注
意し、なるべく市民の方々も読みやすいよう
工夫してまいります。

（岩崎　崇央 議員）

なるほど、議会で決定する予算や条例が実
際の市民生活とどうかかわるのかという視
点は大切ですね。具体的な生活場面を想
定して「この条例のおかげで助かった」み
たいな、ショートストーリーや4コマ漫画で
の表現を工夫してみるのもいいかもしれ
ません。

（梶原　秀明 議員）

「議会」と聞くと、難しく堅苦しい印象を
抱き、遠い存在でした。しかし、昨年ゼミ
主催で開催したイベントや議会モニ
ターを通して議員の方々と関わる中で、
その印象は良い方向へと変わりました。
今後、議会を身近な存在として捉え、主
体的に学んでいきたいです。

議会モニターとして議会を傍聴させていた
だきました。専門用語が少なく、一般市民に
も理解しやすい点は良かったと感じました。
AIによる文字化には一部誤りがあったもの
の、内容把握の助けとなっていました。一方
で、傍聴者向けの受付や入場
の流れが分かりにくく、案内の
明示化が必要だと感じました。

正直に言うと、私は議会が「いつ」「どこ
で」開かれているのか知りませんでし
た。堅くて遠い存在だと思っていた議会
ですが、実は私たちの暮らしに直結する
ことが話し合われています。知らないま
まにするのは、少しもったいないと感じ
ました。

私にとって身近な話題が上がったときに、
特に楽しいと感じました。傍聴している人
が内容の把握をしやすいように、文字起
こしをするといった工夫をしている点が
とてもいいと思いました。もっと多くの市

民に議会の傍聴に来て、議
会という場の雰囲気を味
わってほしいと思います。

野崎　祐晴 さん
（静岡県静岡市出身／２年生）

片桐　彩花 さん
（京都府綾部市出身／3年生）

いま注目の
ギカモニさん

（ 議 会 モ ニ タ ー ）

田辺　健太 さん
（福井県美浜町出身／3年生）

ギカモニさん、12月議会の傍聴、そして特集記事の編集をありがとうござい
ました。
議会では、まちにとって、また住民の暮らしに直結する重要な議論がされてい
ます。しかし、議会はどこか遠くの存在と思われがちです。そこを若い大学生
の視点でご覧いただいたことが大変参考になりました。今後、議
会だよりなどの広報広聴活動や議会全般について、より多様な
世代が参画し、双方向のコミュニケーションが進む取り組みを
行ってまいります。引き続き意見交換しながらより良い福知山
市議会のためにともによろしくお願いします。
　　　　　　　　　　　　　 小松　遼太 議員（委員長）

れたものにするために、議会や議員に接しての率直な意見・感想を出し
ていただき議会運営に生かしていく制度です。福知山公立大学地域経
営学部・杉岡秀紀ゼミで主権者教育を学ぶ学生の皆さんに協力いただ
き試行的なスタートを切ったところです。

広報改善コラム！

大学生目線の提案は…

小中高生が
授業の一環で
議会を傍聴
できたら…

議会だよりに
若者の活躍の
掲載があれば…

傍聴席の場所や
入場の流れを
わかりやすく工夫
できたら…

議会ってどんなイメージ？

傍聴してみてどうだった？

他市の
広報誌と
比較！

関谷　鮎菜 さん
（北海道札幌市出身／3年生）

ギ カ モ ニ とは？

初めての
議会傍聴！

特 集

広報広聴委員コメント 広報広聴委員コメント

広報広聴委員コメント

3 議会だより　No.152

特
　
集



4No.152　議会だより

12月定例会のポイント
（令和7年12月1日～12月23日／会期23日間）

詳細はこちら ▶

議員提出議案
可
決

公の施設に係る管理者の指定について
可
決

「食料品等高騰対策臨時特別交付金事業」
　物価高の影響が大きい低所得世帯等に対し、1世帯あたり2万5000円を支給　
　（対象世帯：①住民税非課税世帯 ②住民税均等割りのみ課税世帯 ③家計急変世帯）

「物価高対応子育て応援手当事業」
　０歳から高校３年生までの子ども１人あたり２万円の手当を支給　
　（支給対象：児童手当支給対象児童の保護者など）

TOPIC 国の「強い経済」を実現する総合経済対策

〈補正予算の主な事業〉
◆児童手当事業
　・制度拡充の影響による支給対象者の増加に対応するための補正予算8176万円
◆帯状疱疹ワクチン接種事業
　・当初の見込みを上回るワクチン接種に対応するための補正予算1516万円
◆産後ケア事業（債務負担行為の設定）
　・令和8年度から産後ケア利用者の受入枠を拡大するための経費1090万円
◆病院事業会計
　・薬品費や診療材料費の増額、給与改定に伴う給与費の不足などによる補正予算12億2338万円

「令和7年度福知山市一般会計補正予算（第6号）」 ほか26議案

令和7年度一般会計補正予算
　　〃　　国民健康保険事業ほか特別会計補正予算
　　〃　　病院事業会計補正予算　

14億8451万円

640万円

可
決

12億2338万円

◇福知山市議会基本条例（一部改正）
◇福知山市議会会議規則（一部改正）
◇福知山市議会の議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例（一部改正）

施設名称（位置） 指定管理者 指定期間
 〔債務負担行為限度額〕

三段池公園スポーツ施設、大江河東公園多目的
グラウンド（猪崎、大江町千原地内） 三段池再生創造共同事業体 R8.4.1～R13.3.31

〔2億7139万円〕

福知山市高齢者福祉センター（長田地内） 社会福祉法人 福知山学園 R8.4.1～R13.3.31
〔８９６４万円〕

福知山市三和町高齢者生活福祉センター　
（三和町千束地内） 社会福祉法人 清和会みわ R8.4.1～R13.3.31

〔７３９５万円〕

福知山市都市公園（猪崎地内） 公益財団法人福知山 市都市緑化協会 R8.4.1～R13.3.31
〔８億３９６６万円〕

福知山市動物園（猪崎地内） 株式会社 ウェバレッジ R8.4.1～R13.3.31
〔１億５１５９万円〕

2億8922万円

2億4904万円

総額
5億3826万円

12
月
定
例
会



5 議会だより　No.152

（万円未満切捨）補正予算の主な審査内容を掲載します。

補正予算額 ２億8,922万円

事業全体を外部の事業者に業務委託す
る。既に振込口座が確認できている方に
は今年度中に給付が出来ると考えている
が、口座情報の確認が必要な方や家計急
変の申し出がある方については、次年度
の対応が必要になると考えている。

福知山市食料品等高騰対策
臨時特別給付金事業

体育施設設備整備事業
（仮称）荒河スポーツ施設基本構想業務

国の「強い経済」を実現するための総合対策として、
重点支援地方交付金の一部を活用し、特に物価高の
影響が大きい低所得者世帯等に対し、1世帯当たり2
万5,000円を支給する。

多種目に対応可能な全天候型公認陸上競技場の整
備に向けた基本構想業務の中で、当初の想定よりも
精緻な地盤解析の実施が必要となったことから、業
務内容の変更及び契約期間の延長を行うもの。

A

社会福祉課

A

文化・スポーツ
振興室

重点支援地方交付金の残額については、
いつ、どのような形で支給されるのか。

Q

A

こども家庭支援課

債務負担行為 1,460万円

債務負担行為 1,090万円補正予算額 1,600万円

京都府との協議の結果、開発許可は不要
との判断を受けた。しかしながら、本市と
してはより適切な改修整備を行うために
は開発許可基準に準じた地盤対策が必
要と考え、独自に追加の地盤解析を実施
する。

坑道内の改修や閉塞部の補強などが想定
される。再発防止に効果が発揮できる対
応について、今後検討していきたい。

福知山鉱山坑廃水処理場
管理運営事業

子育て世代包括支援センター事業
（母子保健型）産後ケア事業業務

旧福知山鉱山第3坑口の坑廃水流出事故の再発防
止対策として水平ボーリングにより閉塞壁を掘削し、
坑道内の構造を詳細に把握する調査業務。

産後ケア事業の利用を希望する市民が多いため、受
入れ枠を拡大し、利用者１人あたりの利用回数を年
間約１.５回から約３回に拡大する。

A

産業課

坑道内の構造を詳細に把握した上で、今後の状況
によっては、どのような工事が想定されているのか。

Q
今年度まで直営と委託が半々であったが
全て委託にしていく。会場は大呂ガーデ
ンテラスで、事業者が委託料の中から１
回あたり１万4,200円の会場使用料を支
払う。

（仮称）荒河スポーツ施設整備予定地

産後ケアの様子旧福知山鉱山第３坑口（大江町南山地内）

物価高騰

令和７年度 補正予算審査（１２月定例会）

当初の予定より精緻な地盤解析の
実施が必要となった理由は。

Q

運営体制と、委託料に含まれる
会場使用料の金額は。

Q

予
算
審
査
委
員
会
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会

■
福
知
山
市
長
、
副
市
長
、
教
育

長
及
び
上
下
水
道
事
業
管
理
者

の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
一
部

改
正

問　
特
別
職
の
給
与
に
人
事
院
勧

告
を
当
て
は
め
る
の
は
不
適
切
で

は
。

答　
特
別
職
も
常
勤
職
員
と
し
て

勤
務
し
て
い
る
面
も
あ
り
、
府
内

14
市
の
状
況
も
踏
ま
え
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正
を
行

う
。

■
福
知
山
市
火
災
予
防
条
例
の
一

部
改
正

問　

火
災
予
防
条
例
の
改
正
に

至
っ
た
主
な
要
因
は
。

答　
岩
手
県
大
船
渡
市
の
大
規
模

林
野
火
災
を
受
け
、
同
様
の
林
野

火
災
の
発
生
を
防
止
す
る
た
め
に

条
例
改
正
を
行
う
も
の
で
あ
る
。

■
公
の
施
設
に
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る
指
定
管
理
者

の
指
定
（
三
段
池
公
園
ス
ポ
ー

ツ
施
設
等
）

問　
外
郭
団
体
か
ら
民
間
の
共
同

事
業
体
に
指
定
管
理
者
を
変
更
す

る
わ
け
で
あ
る
が
、
デ
メ
リ
ッ
ト

を
ど
の
よ
う
に
捉
え
て
い
る
か
。

答　
デ
メ
リ
ッ
ト
は
な
い
と
考
え

る
が
、
両
者
の
円
滑
な
事
務
引
き

継
ぎ
を
進
め
て
い
き
た
い
。

反
対
討
論

物
価
高
が
長
期
化
し
、
市
民
負
担

も
増
す
中
、
特
別
職
な
ど
が
期
末

手
当
を
上
げ
る
と
い
う
姿
勢
は
受

け
入
れ
ら
れ
な
い
。

賛
成
討
論

な
し

審
査
結
果

議
第
73
号
は
賛
成
多
数
で
可
決

そ
の
他
議
案
は
全
員
賛
成
で
可
決

教
育
厚
生
委
員
会

■
福
知
山
市
乳
児
等
通
園
支
援
事

業
の
条
例
の
制
定

問　
秘
密
の
保
持
と
関
係
機
関
と

の
連
携
の
兼
ね
合
い
は
。

答　
正
当
な
理
由
が
あ
れ
ば
関
係

機
関
と
の
連
携
は
条
例
に
抵
触
し

な
い
。
適
切
に
運
用
す
る
。

■
福
知
山
市
家
庭
的
保
育
事
業
等

の
基
準
を
定
め
る
条
例
の
一
部

改
正

問　
地
域
限
定
保
育
士
と
は
。

答　
都
道
府
県
が
行
う
専
用
試
験

の
合
格
者
で
そ
の
地
域
内
で
働
く

保
育
士
の
こ
と
で
あ
る
。
令
和
8

年
度
京
都
府
で
は
予
定
な
し
。

■
工
事
請
負
契
約
の
締
結
（
成
和

地
域
公
民
館
）

問　
キ
ッ
ズ
ス
ペ
ー
ス
の
場
所
は
。

答　
玄
関
正
面
の
階
段
下
。

反
対
討
論

福
知
山
市
乳
児
等
通
園
支
援
事
業

に
つ
い
て
、
良
い
保
育
が
で
き
る

の
か
疑
問
。
保
育
園
は
受
け
入
れ

が
大
変
に
な
る
た
め
反
対
す
る
。

賛
成
討
論

乳
児
等
通
園
支
援
事
業
は
ベ
ビ
ー

フ
ァ
ー
ス
ト
を
掲
げ
る
福
知
山
市

と
し
て
実
施
し
て
い
く
必
要
が
あ

る
も
の
。
工
事
請
負
契
約
は
地
域

要
望
が
さ
れ
て
き
た
事
業
で
あ
る
。

全
議
案
に
賛
成
す
る
。

審
査
結
果

議
第
78
号
は
賛
成
多
数
で
可
決

そ
の
他
議
案
は
全
員
賛
成
で
可
決

産
業
建
設
委
員
会

■
福
知
山
市
バ
ス
運
行
事
業
に
関

す
る
条
例
の
一
部
改
正

問　
今
回
、
市
バ
ス
運
賃
を
引
き

上
げ
る
理
由
は
。

答　

平
成
21
年
か
ら
こ
れ
ま
で

2
0
0
円
均
一
で
運
営
し
て
き
た

が
、
そ
の
間
2
度
の
消
費
税
率
改

定
や
人
件
費
上
昇
に
伴
い
、
運
行

経
費
は
約
1
・
5
倍
に
な
っ
て
い

る
。
利
用
者
一
人
当
た
り
の
財
政

支
援
額
も
約
3
倍
以
上
に
な
っ
て

お
り
、
人
件
費
も
今
後
さ
ら
に
増

加
見
込
み
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
運

賃
引
き
上
げ
に
至
っ
た
。

■
福
知
山
市
水
道
事
業
給
水
条
例

等
の
一
部
改
正

問　
水
道
事
業
の
設
計
手
数
料
な

ど
を
、
従
来
の
4
区
分
か
ら
2
区

分
に
変
更
す
る
理
由
と
、
下
水
道

事
業
で
計
画
確
認
手
数
料
な
ど
の

新
設
理
由
は
。

答　
水
道
事
業
は
、
作
業
に
要
す

る
時
間
と
人
件
費
を
掛
け
合
わ
せ

て
金
額
を
算
出
す
る
が
、
口
径
25

㎜
未
満
と
以
上
の
区
分
の
中
で
は
、

作
業
時
間
が
ほ
と
ん
ど
変
わ
ら
な

い
た
め
2
区
分
に
整
理
し
た
。
ま

た
、
下
水
道
事
業
は
、
検
査
作
業

と
し
て
水
道
事
業
と
同
様
の
こ
と

を
し
て
い
る
た
め
、
今
回
新
た
に

徴
収
す
る
こ
と
と
し
た
。

反
対
討
論

市
バ
ス
は
市
周
辺
地
域
の
交
通
弱

者
の
移
動
権
を
守
る
も
の
で
、
値

上
げ
で
は
な
く
充
実
こ
そ
必
要
。

上
下
水
道
の
手
数
料
改
定
は
、
一

般
家
庭
の
引
き
上
げ
が
非
常
に
大

き
く
、
企
業
等
の
大
口
径
優
遇
で

あ
り
、
賛
成
で
き
な
い
。

賛
成
討
論

な
し

審
査
結
果

議
第
81
号
、
82
号
は
賛
成
多
数
で

可
決

そ
の
他
議
案
は
全
員
賛
成
で
可
決

三段池公園総合体育館

福知山市議会では、議案を効率的かつ専門的に審査するため、委員会による所管別審査を行って
います。
総務防災委員会、教育厚生委員会、産業建設委員会の 3つの常任委員会が、それぞれの所管に応
じて議案を詳細に審査。少人数で集中的に議論し、専門的な視点から検討します。審査結果は本
会議で報告され、最終議決へ。
この仕組みが、住民の暮らしに直結する政策をより深く丁寧に検討することを可能にしています。

議論を深める、委員会の審査
委員会も傍聴可能！ぜひお越しください！
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議案に対する討論

※討論の内容は、討論内容をもとに各議員が作成しています。

議第66号から議第91号まで　令和7年度一般会計補正予算（第6号）　ほか

反 対 （議第78号・議第81号、議第82号）
「地域、住民に寄り添った条例に」	 吉見　純男
　議第78号はこどもにとっても園にとっても負担
が大きくなることから反対。議第81号は運営経費
増加による値上げではなく、市周辺地域の交通弱者
の移動権の保障、定住政策など総合的に検討する必
要がある。議第82号は設計審査と工事検査料金の
合計が、一般家庭と営利目的の大口径の引き上げと
比べ2.8倍にもなり反対。

反 対 （議第73号）
「政治家は覚悟を示せ」	 岩﨑　崇央
　長らく物価高も続き、市民生活が苦しい中、市長
報酬を上げることは市民の理解を得ることは出来な
い。そのような中、高市早苗総理も身を切る改革を
行い、給与を削減することを提案している。まず
は、政治家自らが覚悟を持ち、無駄を省くことから
行うべきである。

反 対 （議第73号）
「市民に対するお詫びの姿勢が無い」	 荒川　浩司
　現在、福知山市が抱える減少しない不適正事務や
鉄道館フクレルの経営に対し、当初は黒字を予定し
ていたが、令和6年度は1,700万円を超える赤字決

算となった。民間では、昨年並みか減額企業が増え
ている。また、他市では市長給与の自主反応の例も
ある。今回の提案は、市民に対するお詫びも反省も
感じられない。

賛 成 （全議案）
「いずれも適切な上程で賛成する」	 森下　賢司
　一般会計補正予算は、災害復旧や予防接種の充実
など暮らしの向上に資するものと認められる。特別
会計補正予算も人件費補正など適切である。市バス
や水道事業等の条例改正も時代の変化に対応したも
のであり、全議案に賛成する。

賛 成 （全議案）
「直面する課題に即した予算である」	 岡野　天明
　「こども誰でも通園制度」は、ベビーファースト
宣言をしている本市において、子育て家庭の多様な
ライフスタイルを支援し、子育て家庭の負担軽減に
つなげる制度として喜ばれる事業になることを期待
する。
　今議会に上程された全事業とも必要不可欠な提案
と認め、全議案賛成の討論を行う。

市会発議第10号　
福知山市議会の議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例の一部を改正する条例の制定について

反 対
「今それ、上げる？」	 塩見　聡
　市民にはバスの値上げや手数料の負担増をお願い
しながら、議員のボーナスを上げるのは市民感覚と
かけ離れています。また職員と違い議員は人事院勧
告を理由にボーナスを上げる制度的必然性はなく、
便乗との批判も招きかねません。厳しい財政の中、
議会の信頼を守り改革を進めるために、今は据え置
きが妥当と考え反対します。

反 対
「議員の期末手当アップは不適切」	 小原　彰紀
　行政に多くの不適正事務が明らかになる中、議会
が本来有している行政をチェックする機能が十分に
発揮されてきたとは言えない。フクレルの赤字決算

も、承認した議会の責任も大きな要因である。これ
らのことから議会自らが期末手当を増額すること
は、市民生活が厳しい今理解は得られないと考え反
対する。

賛 成
「人事院勧告に準ずる発議に賛成」	 足立　伸一
　物価高騰を上回る賃金上昇の実現は国の近年の経
済財政政策の重要な優先課題として取り上げられて
おり、その取り組みが進められている。このような
社会経済状況下にあって議員としての、これまで以
上の質、量ともに充実した取り組みが求められるこ
とを自覚したうえで、人事院勧告に準じた市会発議
による条例改正に賛成する。
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議
決
結
果

福知山市議会
公明党

日本共産党
市会議員団 蒼士会 無所属・

維新議員団 新政会 対話の
時代

地域政党
ふくちやま

大
谷
　
洋
介

足
立
　
伸
一

吉
見
　
純
男

中
村
　
初
代

梶
原
　
秀
明

髙
橋
　
正
樹

野
田
　
晋
介

藤
本
　
喜
章

森
下
　
賢
司

塩
見
　
　
聡

岩
﨑
　
崇
央

田
渕
　
裕
二

中
嶋
　
　
守

小
松
　
遼
太

岡
野
　
天
明

片
山
　
正
紀

井
上
　
雄
一

イ
シ
ワ
タ 

マ
リ

田
中
　
法
男

荒
川
　
浩
司

小
原
　
彰
紀

水
谷 

タ
ツ
ヤ

議第73号 福知山市長、副市長、教育長及び上下水道
事業管理者の給与に関する条例の一部改正

可
決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ×

議第78号 福知山市乳児等通園支援事業の設備及び運
営に関する基準を定める条例の制定

可
決 ○ ○ × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議第81号 福知山市バス運行事業に関する条例の一部
改正

可
決 ○ ○ × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議第82号 福知山市水道事業給水条例等の一部を改正
条例

可
決 ○ ○ × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

市会発議
第10号

福知山市議会の議員の議員報酬及び費用弁
償等に関する条例の一部改正

可
決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ×

〇：議案に対して賛成　×：議案に対して反対
※吉見茂久議員（福知山市議会公明党）は、議長職のため表決に加わっていません。
※所属会派は、12月23日現在

会派別議員名（議決結果）

議　案

■議員別賛否一覧（賛否が分かれた議案のみ賛否状況を記載しています）

12月定例会の議決結果について

議第66号 令和7年度福知山市一般会計補正予算（第6号）

議第67号 令和7年度福知山市国民健康保険事業特別会計補正
予算（第2号）

議第68号 令和7年度福知山市国民健康保険診療所費特別会
計補正予算（第1号）

議第69号 令和7年度福知山市介護保険事業特別会計補正予算
（第2号）

議第70号 令和7年度福知山市後期高齢者医療事業特別会計
補正予算（第1号）

議第71号 令和7年度福知山市病院事業会計補正予算
（第1号）

議第72号 福知山市職員定数条例の一部改正

議第74号 福知山市一般職職員の給与に関する条例の一部
改正

議第75号 福知山市会計年度任用職員の給与及び費用弁償に
関する条例の一部改正

議第76号 福知山市火災予防条例の一部改正

議第77号 福知山市病院事業管理者の給与に関する条例の一
部改正

議第79号
福知山市家庭的保育事業等の設備及び運営に関す
る基準を定める条例及び福知山市特定教育・保育施
設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準を
定める条例の一部改正

議第80号 福知山市放課後児童健全育成事業の設備及び運営
に関する基準を定める条例の一部改正

議第83号 工事請負契約の締結（成和地域公民館・体育館大規
模改修工事）

議第84号 公の施設に係る指定管理者の指定（三段池公園ス
ポーツ施設・大江河東公園多目的グラウンド）

議第85号 公の施設に係る指定管理者の指定（福知山市高齢者
福祉センター）

議第86号 公の施設に係る指定管理者の指定（福知山市三和町
高齢者生活福祉センター）

議第87号 公の施設に係る指定管理者の指定（福知山市都市
公園）

議第88号 公の施設に係る指定管理者の指定（福知山市動
物園）

議第89号 損害賠償の額（車輛の損害）

議第90号 福知山市農業振興地域整備計画の策定

議第91号 令和7年度福知山市一般会計補正予算（第7号）

議第92号
固定資産評価審査委員会委員の選任
（三

み

好
よ し

 ゆう 氏）

市会発議
第8号 福知山市議会基本条例の一部改正

市会発議
第9号 福知山市議会会議規則の一部改正

■全員賛成で可決・同意となった議案
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各会派から 18  議員が質問に登壇！

＼ それ！聞いてほしかった　　／

※所属会派は12月23日現在　
※掲載内容は、質問内容をもとに各議員が作成しています。
※答弁者が同一の場合は、最後の答弁にのみ記載しています。
※質問・答弁・写真・資料などは、議員が一般質問を行った時点のものであり、
　発行日までの間に、状況に変化がある場合もありますので、ご了承ください。

一 般 質 問12月
定例会

録画配信中！
一般質問の録画配信は、各議員の
二次元コードからご覧になれます

スマートフォンからご覧になれますスマートフォンからご覧になれます

　広報広聴委員会では、市民の皆さんが見たくなる読みた
くなる「議会だより」のリニューアルを進めています。
　議会を身近に感じていただくための特集やトピック掲載
スペース確保のため、今号から一般質問のページをコンパ
クトに+見やすく。これからも「あなたの生活と議会のつ
ながり」をわかりやすく伝える工夫に乞うご期待！！

　一般質問は、議員が私たちの暮らしに関わることについて、市に質問
することです。「この事業はどうなっているの？」「市民の声は、どの
ように活かされているの？」など、日ごろ感じている疑問や気になるこ
とを市長や市の担当者に尋ねます。
　福知山市議会では、質問と回答あわせて　1人60分　まで。
　ぜひ、二次元コードから全編ご覧ください。

一般質問って
なに？？

無
所
属
・
維
新
議
員
団

塩し

お

み見 

聡さ
と
る  

議
員

鉄道館赤字、試算とズレた要因はQ
体験装置の低調と城から誘導不足A

Q

　令
和
6
年
度
決
算
で
、
入
館
者
目
標

6
万
人
に
対
し
て
3
万
7
千
人
。
目
標
入

館
料
2
5
5
0
万
円
に
対
し
て
7
1
2
万
円
、

目
標
と
実
績
が
大
き
く
乖
離
し
た
要
因
は
。

A
　体
験
型
コ
ン
テ
ン
ツ
の
利
用
が
伸
び
ず
、

福
知
山
城
か
ら
の
誘
導
も
不
十
分
。
人
件
費

も
想
定
よ
り
増
え
、
収
支
を
圧
迫
し
た
。

Q
　今
年
度
の
状
況
と
今
後
の
見
通
し
は
。

A
　現
状
は
昨
年
度
を
下
回
る
。
体
験
装
置

の
低
調
と
お
城
か
ら
誘
導
不
足
が
続
く
。
イ

ベ
ン
ト
や
子
育
て
世
帯
利
用
の
促
進
、
経
費

削
減
で
改
善
を
図
る
が
黒
字
化
は
困
難
だ
。

Q
　甘
い
計
画
だ
、
当
時
の
建
設
判
断
は
。

A
　旧
ポ
ッ
ポ
ラ
ン
ド
休
止
後
に
寄
附
の
申

し
出
、
条
件
に
沿
っ
た
新
施
設
と
地
元
意
見

を
踏
ま
え
市
負
担
抑
制
で
建
設
し
た
。

Q
　廃
止
を
含
む
抜
本
的
見
直
し
は
。

A
　鉄
道
の
歴
史
を
伝
え
る
役
割
と
子
ど
も

の
遊
び
場
の
機
能
で
、
観
光
の
柱
と
し
て
位

置
付
け
る
。
基
金
活
用
で
展
示
内
容
見
直
し

な
ど
収
支
改
善
を
進
め
る
。
（
産
業
部
長
）

開業から赤字が続く鉄道館フクレル

［ その他の質問 ］
・�新文化ホールは民間資金と行政複合で財
政負担減を

蒼
士
会

森も
り
し
た下 

賢け

ん

じ司  

議
員

全庁あげてクマ対策の取り組みをQ
緊急時は全部長参加で取り組むA

Q
　緊
急
銃
猟
へ
の
本
市
の
臨
み
方
は
。

A
　周
囲
の
安
全
が
確
保
で
き
る
場
合
に
限

り
実
施
。
市
の
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
成
し
、

迅
速
、
適
切
に
対
応
す
る
よ
う
努
め
る
。

Q
　従
事
す
る
射
手
へ
の
サ
ポ
ー
ト
は
。

A
　射
撃
訓
練
で
技
術
向
上
を
図
る
。
射
手

に
は
市
職
員
と
警
察
職
員
が
帯
同
す
る
。
従

事
す
る
駆
除
隊
員
に
は
報
償
金
を
支
払
い
、

事
故
に
よ
る
損
害
は
市
が
責
任
を
持
つ
。（
産

業
部
長
）

Q
　学
校
現
場
で
の
指
導
や
安
全
教
育
は
。

A
　目
撃
情
報
が
あ
れ
ば
警
察
の
パ
ト
ロ
ー

ル
な
ど
で
登
下
校
時
の
見
守
り
体
制
を
強
化

し
て
い
る
。
集
団
下
校
や
ク
マ
鈴
も
着
用
し
、

出
前
講
座
を
活
用
し
て
児
童
や
生
徒
に
指
導

し
て
い
る
。
（
教
育
委
員
会
理
事
）

Q
　今
後
、
市
の
部
署
を
超
え
て
全
庁
的
な

ク
マ
対
策
が
必
要
で
は
。

A
　緊
急
対
応
の
場
合
は
市
長
を
本
部
長
と

し
、
全
部
長
参
加
で
府
や
警
察
と
も
連
携
し

て
取
り
組
む
。
（
市
長
）

京都府中丹広域振興局のパンフレット

［ その他の質問 ］
・市街化調整区域の地域活性化策は　　他
・�ヤングケアラーへの対応と支援は　　他

新
政
会

片か
た
や
ま山 

正ま

さ

き紀  

議
員

教育課程編成の柔軟化への対応はQ
柔軟な教育課程の工夫を進めるA

Q

　次
期
学
習
指
導
要
領
の
運
用
に
向
け

「
調
整
授
業
時
間
数
制
度
」
の
導
入
が
報
道

さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
制
度
に
対
す
る
見
解
は
。

A
　「
調
整
授
業
時
間
数
制
度
」
は
多
様
な

個
性
や
特
性
、
背
景
を
有
す
る
児
童
・
生
徒

や
地
域
の
実
態
を
踏
ま
え
て
必
要
に
応
じ
て

各
校
で
授
業
時
間
数
を
調
整
で
き
る
も
の
で

あ
り
、
学
習
指
導
要
領
改
訂
の
大
き
な
ポ
イ

ン
ト
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
（
教
育
長
）

Q
　次
期
学
習
指
導
要
領
に
掲
げ
る
不
登
校

児
童
･
生
徒
を
は
じ
め
、
多
様
な
支
援
を
必

要
と
す
る
子
ど
も
に
対
す
る
「
柔
軟
な
教
育

課
程
の
在
り
方
」
に
つ
い
て
の
見
解
は
。

A
　次
期
学
習
指
導
要
領
の
論
点
整
理
に
は
、

個
々
の
不
登
校
児
童
･
生
徒
の
実
態
に
配
慮
し

た
特
別
の
教
育
課
程
を
、
必
要
に
応
じ
て
編
成

可
能
と
す
る
仕
組
み
を
新
設
す
る
方
向
で
検
討

す
べ
き
と
示
さ
れ
て
お
り
、
本
市
と
し
て
も
制

度
の
方
向
性
を
踏
ま
え
つ
つ
、
既
に
現
行
の
学

習
指
導
要
領
の
枠
内
で
柔
軟
な
教
育
課
程
の
工

夫
を
進
め
て
い
る
。
（
教
育
委
員
会
理
事
）

現行の学習指導要領
（出典：文部科学省）

［ その他の質問 ］
・�入湯税を活用した持続可能な温泉施設に
ついて／契約事務適正化について
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問
　「
福
知
山
市
地
球
温
暖

化
対
策
実
行
計
画
」
に
沿
っ

た
対
策
の
進
捗
状
況
は
ど
う

か
。

答
　53
の
公
共
施
設
へ
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
由
来
電

力
の
導
入
、
オ
ン
サ
イ
ト

P
P
A
を
7
カ
所
の
公
共
施

設
で
運
用
す
る
な
ど
の
取
り

組
み
で
、
2
0
3
0
年
ま
で

の
削
減
目
標
40
％
に
対
し
、

2
0
2
3
年
度
末
で
45
％
の

削
減
と
な
っ
た
。
こ
の
こ
と

か
ら
削
減
目
標
を
51
％
に
修

正
し
た
。
　
　
　（
市
長
）

問

　新
し
く
設
立
さ
れ
た

「
福
知
山
市
持
続
可
能
な
エ

ネ
ル
ギ
ー
・
環
境
共
創
プ

ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
」
の
進
捗

状
況
は
。

答
　現
在
60
会
員
が
参
加
し

住
民
と
産
・
官
・
学
・
金
の

連
携
で
、
脱
炭
素
の
地
域

づ
く
り
を
目
指
し
て
い
る
。

1
0
8
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が

考
案
さ
れ
、
44
の
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
が
検
討
・
着
手
さ
れ
て

い
る
。

問
　プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
で

は
「
脱
炭
素
農
業
の
展
開
」

と
い
う
テ
ー
マ
の
分
科
会
で
、

農
業
振
興
に
つ
な
が
る
ソ
ー

ラ
ー
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
の
展
開

に
つ
い
て
検
討
さ
れ
て
い
る
。

実
際
に
動
き
出
し
て
い
る
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
あ
る
の
か
。

答
　プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
参
加
の

民
間
事
業
者
が
主
体
と
な
り
、

現
在
4
カ
所
の
農
地
で
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
が
進
め
ら
れ
て
い

る
。
好
事
例
の
創
出
を
目
指

し
て
い
き
た
い
。

（
産
業
部
長
）

急がれる地球温暖化対策の課題はQ
住民と共に脱炭素の地域づくりをA

　　　日本共産党福知山市会議員団

中
な か

村
む ら

　初
は つ

代
よ

  議員

福知山市内のソーラーシェアリング

その他の質問

・ごみの減量化にむけて
・健康保険証をめぐる状況と課題
について

問
　こ
の
事
業
の
周
知
方
法

は
。

答
　本
市
で
は
、
が
ん
患
者

の
社
会
生
活
を
支
援
す
る
た

め
、
が
ん
治
療
に
伴
う
脱
毛

や
乳
房
切
除
、
手
術
を
受
け

た
市
民
を
対
象
に
、
外
観
の

変
化
に
起
因
す
る
苦
痛
を
軽

減
し
、
ウ
ィ
ッ
グ
、
人
工
乳

房
、
補
正
下
着
な
ど
の
購
入

に
関
わ
る
費
用
の
一
部
を
助

成
す
る
制
度
を
令
和
7
年
度

よ
り
開
始
し
た
。

広
報
ふ
く
ち
や
ま
や
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
、
両
丹
日
日
新
聞
へ

の
掲
載
の
ほ
か
市
内
ス
ー

パ
ー
に
て
健
診
啓
発
を
行
っ

た
際
に
チ
ラ
シ
を
配
布
し
て

周
知
し
た
。
ま
た
市
内
の
病

院
に
制
度
の
説
明
を
行
い
、

通
院
患
者
へ
の
周
知
を
お
願

い
し
て
い
る
。

問
　こ
の
事
業
の
現
状
は
。

答
　令
和
7
年
8
月
末
現
在

で
、
7
件
の
申
請
が
あ
り
、

い
ず
れ
も
ウ
ィ
ッ
グ
の
申
請

で
あ
っ
た
。
制
度
に
関
す
る

問
い
合
わ
せ
も
多
く
、
今
後

も
助
成
件
数
は
増
え
る
見
込

み
で
あ
る
。

問
　こ
の
事
業
の
評
価
と
展

望
は
。

答
　ア
ピ
ア
ラ
ン
ス
ケ
ア
は
、

が
ん
患
者
が
良
好
な
社
会
生

活
を
送
る
上
で
重
要
で
あ
る
。

申
請
者
か
ら
は
経
済
的
負
担

軽
減
に
対
す
る
喜
び
の
声
を

聞
い
て
い
る
。
今
後
も
制
度

の
周
知
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

（
健
康
福
祉
部
長
）

アピアランスケアの申請状況はQ
現状7件で今後も増える見込みA

　　　　　　福知山市議会公明党

大
お お

谷
た に

　洋
よ う

介
す け

  議員

アピアランスケア申請

その他の質問
・地域における女性の活躍について
・福知山市民病院の経営状況について
・企業交流プラザの建て替え計画について
・帯状疱疹ワクチン公費助成の現状と課題につ
いて
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写真で
すぐに内容が

わかる！

色を変えて
QとAの

視覚性UP↑

文字数を
減らして

読みやすく！

詳しくは
各議員の

二次元コード
から

一般質問ページを
リニューアル！！

（3月定例会は1人40分）

9 議会だより　No.152

一
般
質
問



新
政
会

岡お

か

の野 

天た
か
あ
き明  

議
員

これからの地域医療についてQ
新年度に三和診療所再開を検討A

Q　
人
口
減
少
、
高
齢
化
が
本
市
の
地
域
医

療
に
与
え
る
影
響
へ
の
現
状
認
識
は
。

A　
本
市
に
お
い
て
は
、
人
口
減
少
と
高
齢

化
が
進
み
、
慢
性
疾
患
や
在
宅
医
療
へ
の
要

望
が
増
え
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、

地
域
医
療
体
制
の
維
持
が
重
要
と
認
識
し
て

い
る
。

Q　
国
保
雲
原
診
療
所
及
び
公
設
民
営
診
療

所
の
経
営
状
況
と
評
価
課
題
に
つ
い
て

A　
公
設
民
営
診
療
所
な
ど
診
療
所
は
人
口

減
少
や
医
師
の
確
保
が
困
難
な
こ
と
が
課
題
で

あ
る
。
結
果
、
三
和
診
療
所
な
ど
は
休
診
し

て
い
る
状
況
に
あ
る
。
（
健
康
福
祉
部
長
）

Q　
三
和
診
療
所
が
休
診
と
な
っ
て
お
り
、

こ
の
現
実
は
三
和
地
域
の
方
々
の
健
康
維
持

を
図
る
上
で
大
き
な
問
題
で
あ
る
。
市
の
責

務
と
し
て
早
期
の
再
開
を
望
む
が
。

A　
医
療
実
態
調
査
結
果
や
地
域
の
ご
要
望

な
ど
を
踏
ま
え
、
医
師
会
な
ど
と
連
携
し
て
、

令
和
8
年
度
に
再
開
が
で
き
る
よ
う
に
検
討

を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
（
市
長
）

再開が待たれる三和診療所

［ その他の質問 ］
�補聴器購入助成制度創設について／適切な
広域避難所運営と避難行動のあり方

無
所
属
・
維
新
議
員
団

岩い
わ
さ
き﨑 

崇た
か
ひ
ろ央  

議
員

クマ被害から住民の命を守るにはQ
訓練を重ね警察と連携していくA

Q　
緊
急
銃
猟
と
い
う
新
し
い
制
度
も
出
来

た
の
で
ク
マ
被
害
か
ら
住
民
の
命
を
守
る
為

に
実
地
訓
練
を
行
っ
て
み
て
は
。

A　
環
境
省
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
基
づ
き
訓

練
を
定
期
的
に
実
施
し
、
関
係
機
関
と
認
識

の
共
有
を
行
っ
て
い
く
。

Q　
平
時
、
有
事
を
含
め
ク
マ
が
出
没
し
た

際
の
警
察
と
の
連
携
は
。

A　
福
知
山
警
察
署
と
情
報
交
換
を
行
い
、

緊
急
時
に
迅
速
か
つ
的
確
に
対
応
で
き
る
よ

う
、
引
き
続
き
連
携
し
て
い
く
。

Q　
国
か
ら
ク
マ
対
策
の
専
門
家
を
派
遣
す

る
制
度
が
あ
る
が
活
用
の
見
込
み
は
。

A　
東
北
地
方
で
ク
マ
対
応
の
実
績
が
あ
る

専
門
家
を
本
市
へ
招
く
。
（
産
業
部
長
）

Q　
ク
マ
被
害
か
ら
住
民
の
命
を
守
る
今
後

の
対
策
は
。

A　
訓
練
を
重
ね
、
有
事
に
備
え
る
。
ま
た
、
府

の
管
理
計
画
に
お
い
て
生
息
数
の
調
査
を
行
い
、

不
要
な
果
樹
の
伐
採
な
ど
、
ク
マ
を
寄
せ
付
け
な

い
集
落
づ
く
り
を
推
進
し
て
い
く
。
（
市
長
）

本市実施の緊急銃猟における机上訓練

［ その他の質問 ］
・�市庁舎及び市関連施設の安全対策につい

て

対
話
の
時
代

イ
シ
ワ
タ 

マ
リ  

議
員

こどもの遊び場整備の進め方はQ
当事者らの意見ふまえ慎重に検討A

Q　
「
要
望
に
応
じ
て
屋
内
遊
び
場
整
備
を

検
討
」
と
し
つ
つ
「
三
段
池
り
と
る
ハ
ピ
ネ

ス
拡
充
と
児
童
科
学
館
活
用
」
と
報
道
が

あ
っ
た
が
、
7
月
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
や
9

月
の
支
援
者
交
流
会
で
は
ど
の
よ
う
な
声
が

あ
っ
た
の
か
？

A　
屋
内
の
遊
び
場
が
ほ
し
い
と
の
声
が
多

か
っ
た
。
（
こ
ど
も
家
庭
部
長
）

Q　
踏
み
込
ん
だ
意
見
聴
取
の
な
い
ま
ま
11

月
に
具
体
的
な
資
料
を
ま
と
め
て
サ
ウ
ン

デ
ィ
ン
グ
調
査
事
業
者
を
募
集
し
た
の
は
性

急
で
は
。
ま
ず
は
目
の
前
で
で
き
る
規
模
の

取
り
組
み
を
し
つ
つ
、
当
事
者
や
支
援
者
と

丁
寧
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
積
み
重
ね

る
姿
勢
を
望
む
。
市
長
の
考
え
は
？

A　
児
童
科
学
館
活
用
は
候
補
の
一
つ
で
、
具

体
的
な
検
討
の
た
め
に
サ
ウ
ン
デ
ィ
ン
グ
調
査

を
実
施
し
た
と
こ
ろ
。
今
後
、
当
事
者
や
支

援
者
を
中
心
に
市
民
の
意
見
を
丁
寧
に
聞
き
な

が
ら
、
財
源
の
確
保
も
含
め
て
慎
重
に
検
討

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。
（
市
長
）

9月にNPOと本市の共催で行われた「子
育て支援者交流会」には市長も参加した

［ その他の質問 ］
�妊産婦のメンタルヘルスケア／包括的性教
育／LINE機能で市民サービス向上
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福
知
山
市
議
会
公
明
党

足あ

だ

ち立 

伸し
ん
い
ち一  

議
員

ファームガーデンやくの見通しはQ
令和10年度再開を目指すA

Q　

道
の
駅
「
フ
ァ
ー
ム
ガ
ー
デ
ン
や
く

の
」
再
開
を
皆
が
待
ち
望
ん
で
い
る
。
市

長
は
昨
年
「
や
く
の
高
原
活
性
化
検
討
委
員

会
」
を
立
ち
上
げ
、
検
討
を
進
め
て
き
た
。

そ
の
結
果
を
ま
と
め
た
報
告
内
容
は
。

A　
人
々
が
集
い
、
多
様
な
体
験
プ
ロ
グ
ラ

ム
創
出
を
図
る
な
ど
の
数
案
が
示
さ
れ
た
。

Q　
市
は
ど
の
よ
う
に
受
け
止
め
た
か
。

A　
報
告
を
基
に
、
再
開
に
向
け
た
取
り
組

み
を
進
め
る
こ
と
と
し
た
。
活
用
方
針
は
、

地
域
特
性
を
生
か
し
、
持
続
可
能
な
利
活
用

を
図
る
た
め
、
5
つ
の
基
本
方
針
を
定
め
た
。

Q　
現
状
と
見
通
し
は
ど
う
な
の
か
。

A　
12
月
12
日
に
公
募
型
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
で

事
業
者
募
集
を
開
始
。
今
年
度
中
に
事
業
者

を
決
定
し
た
い
。
令
和
8
年
・
9
年
度
で
施

設
改
修
の
設
計
、
改
修
工
事
を
行
い
、
令
和

10
年
度
の
再
開
を
目
指
す
。
（
市
長
）

Q　
改
修
資
金
な
ど
の
財
源
は
。

A　
国
の
補
助
金
や
起
債
の
充
当
を
検
討
。

（
市
民
生
活
部
長
）

再開を待つ道の駅
「ファームガーデンやくの」

［ その他の質問 ］
・�「上夜久野財産区」について
・�財務諸表の活用の意義について

地
域
政
党
ふ
く
ち
や
ま

小お

は

ら原 

彰あ
き
の
り紀  

議
員

教職員による性加害の防止対策はQ
文科省通達に基づき適切に実施A

Q　
全
国
で
相
次
ぐ
教
職
員
に
よ
る
児
童
生

徒
へ
の
性
加
害
に
つ
い
て
の
認
識
は
。

A　
教
職
員
に
よ
る
性
暴
力
事
案
は
児
童
生

徒
の
尊
厳
と
権
利
を
著
し
く
侵
害
し
、
生
涯

に
わ
た
り
心
身
に
重
大
な
影
響
を
与
え
る
極

め
て
悪
質
な
行
為
で
あ
り
、
決
し
て
許
さ
れ

る
も
の
で
は
な
い
。
（
教
育
長
）

Q　
文
部
科
学
省
の
通
知
を
踏
ま
え
た
本
市

の
対
応
は
。

A　
複
数
教
職
員
で
の
指
導
対
応
の
徹
底
や
、

盗
撮
を
防
ぐ
校
内
環
境
整
備
、
教
職
員
と
児

童
生
徒
の
S
N
S
や
り
と
り
の
禁
止
、
撮
影

デ
ー
タ
の
厳
格
な
管
理
な
ど
服
務
規
律
の
確

保
を
強
化
し
て
い
る
。
（
教
育
委
員
会
理
事
）

Q　
早
期
発
見
と
未
然
防
止
へ
の
今
後
の
取

り
組
み
は
。

A　
子
ど
も
自
身
が
心
や
体
の
状
況
を
相
談

で
き
る
取
り
組
み
を
進
め
る
と
と
も
に
、
全
校

で
の
研
修
と
、
服
務
規
律
の
確
保
の
徹
底
を
指

示
す
る
こ
と
で
、
子
ど
も
の
人
権
と
尊
厳
を
守

る
取
り
組
み
を
進
め
て
い
く
。
（
教
育
長
）

全国教職員による性犯罪・性暴力に係る
懲戒処分等の状況

［ その他の質問 ］
・�北陵乗り合いタクシー事業の運営につい

て　　　　　　　　　　　　　　　　他

日
本
共
産
党
福
知
山
市
会
議
員
団

梶か
じ
わ
ら原 

秀ひ
で
あ
き明  

議
員

学校司書の課題と解決の方途はQ
初めての学校司書への丁寧な指導A

Q　
平
成
26
年
度
よ
り
福
知
山
市
で
も
学
校

司
書
が
配
置
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
が
、

配
置
の
現
状
は
ど
う
な
っ
て
い
ま
す
か
。
国

の
配
置
目
標
に
照
ら
し
て
基
準
に
達
し
て
い

る
の
で
し
ょ
う
か
。

A　
学
校
司
書
は
市
会
計
年
度
任
用
職
員
と

し
て
7
名
を
任
用
し
て
い
ま
す
。
1
人
の
学

校
司
書
が
中
学
校
ブ
ロ
ッ
ク
を
基
本
と
し
て

3
校
程
度
を
兼
務
し
て
い
ま
す
。
文
科
省
の

計
画
で
は
、
小
中
学
校
の
1
・
3
校
に
1
人

が
目
標
で
す
が
、
市
は
3
・
3
校
に
1
人
の

配
置
に
な
っ
て
い
ま
す
。

Q　
福
知
山
市
の
学
校
司
書
が
抱
え
る
課
題

は
何
で
す
か
。
そ
の
課
題
の
解
決
の
た
め
に

教
育
委
員
会
は
ど
う
す
る
つ
も
り
な
の
か
答

弁
く
だ
さ
い
。

A　
初
め
て
学
校
司
書
に
な
る
方
に
対
し
て

丁
寧
な
業
務
の
指
導
が
必
要
だ
と
考
え
ま
す
。

指
導
体
制
を
一
層
強
化
し
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。
（
教
育
委
員
会
理
事
）学校図書館（成和中学校）

［ その他の質問 ］
・�不適正事務問題解決を市民とともに
・夜久野の高い観光ポテンシャルの活用を　他
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無
所
属
・
維
新
議
員
団

塩し

お

み見 

聡さ
と
る  

議
員

鉄道館赤字、試算とズレた要因はQ
体験装置の低調と城から誘導不足A

Q　

令
和
6
年
度
決
算
で
、
入
館
者
目
標

6
万
人
に
対
し
て
3
万
7
千
人
。
目
標
入

館
料
2
5
5
0
万
円
に
対
し
て
7
1
2
万
円
、

目
標
と
実
績
が
大
き
く
乖
離
し
た
要
因
は
。

A　
体
験
型
コ
ン
テ
ン
ツ
の
利
用
が
伸
び
ず
、

福
知
山
城
か
ら
の
誘
導
も
不
十
分
。
人
件
費

も
想
定
よ
り
増
え
、
収
支
を
圧
迫
し
た
。

Q　
今
年
度
の
状
況
と
今
後
の
見
通
し
は
。

A　
現
状
は
昨
年
度
を
下
回
る
。
体
験
装
置

の
低
調
と
お
城
か
ら
誘
導
不
足
が
続
く
。
イ

ベ
ン
ト
や
子
育
て
世
帯
利
用
の
促
進
、
経
費

削
減
で
改
善
を
図
る
が
黒
字
化
は
困
難
だ
。

Q　
甘
い
計
画
だ
、
当
時
の
建
設
判
断
は
。

A　
旧
ポ
ッ
ポ
ラ
ン
ド
休
止
後
に
寄
附
の
申

し
出
、
条
件
に
沿
っ
た
新
施
設
と
地
元
意
見

を
踏
ま
え
市
負
担
抑
制
で
建
設
し
た
。

Q　
廃
止
を
含
む
抜
本
的
見
直
し
は
。

A　
鉄
道
の
歴
史
を
伝
え
る
役
割
と
子
ど
も

の
遊
び
場
の
機
能
で
、
観
光
の
柱
と
し
て
位

置
付
け
る
。
基
金
活
用
で
展
示
内
容
見
直
し

な
ど
収
支
改
善
を
進
め
る
。
（
産
業
部
長
）

開業から赤字が続く鉄道館フクレル

［ その他の質問 ］
・�新文化ホールは民間資金と行政複合で財

政負担減を

蒼
士
会

森も
り
し
た下 

賢け

ん

じ司  

議
員

全庁あげてクマ対策の取り組みをQ
緊急時は全部長参加で取り組むA

Q　
緊
急
銃
猟
へ
の
本
市
の
臨
み
方
は
。

A　
周
囲
の
安
全
が
確
保
で
き
る
場
合
に
限

り
実
施
。
市
の
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
成
し
、

迅
速
、
適
切
に
対
応
す
る
よ
う
努
め
る
。

Q　
従
事
す
る
射
手
へ
の
サ
ポ
ー
ト
は
。

A　
射
撃
訓
練
で
技
術
向
上
を
図
る
。
射
手

に
は
市
職
員
と
警
察
職
員
が
帯
同
す
る
。
従

事
す
る
駆
除
隊
員
に
は
報
償
金
を
支
払
い
、

事
故
に
よ
る
損
害
は
市
が
責
任
を
持
つ
。（
産

業
部
長
）

Q　
学
校
現
場
で
の
指
導
や
安
全
教
育
は
。

A　
目
撃
情
報
が
あ
れ
ば
警
察
の
パ
ト
ロ
ー

ル
な
ど
で
登
下
校
時
の
見
守
り
体
制
を
強
化

し
て
い
る
。
集
団
下
校
や
ク
マ
鈴
も
着
用
し
、

出
前
講
座
を
活
用
し
て
児
童
や
生
徒
に
指
導

し
て
い
る
。
（
教
育
委
員
会
理
事
）

Q　
今
後
、
市
の
部
署
を
超
え
て
全
庁
的
な

ク
マ
対
策
が
必
要
で
は
。

A　
緊
急
対
応
の
場
合
は
市
長
を
本
部
長
と

し
、
全
部
長
参
加
で
府
や
警
察
と
も
連
携
し

て
取
り
組
む
。
（
市
長
）

京都府中丹広域振興局のパンフレット

［ その他の質問 ］
・市街化調整区域の地域活性化策は
・�ヤングケアラーへの対応と支援は　　他

新
政
会

片か
た
や
ま山 

正ま

さ

き紀  

議
員

教育課程編成の柔軟化への対応はQ
既に柔軟に工夫を進めているA

Q　

次
期
学
習
指
導
要
領
の
運
用
に
向
け

「
調
整
授
業
時
間
数
制
度
」
の
導
入
が
報
道

さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
制
度
に
対
す
る
見
解
は
。

A　
「
調
整
授
業
時
間
数
制
度
」
は
多
様
な

個
性
や
特
性
、
背
景
を
有
す
る
児
童
・
生
徒

や
地
域
の
実
態
を
踏
ま
え
て
必
要
に
応
じ
て

各
校
で
授
業
時
間
数
を
調
整
で
き
る
も
の
で

あ
り
、
学
習
指
導
要
領
改
訂
の
大
き
な
ポ
イ

ン
ト
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
（
教
育
長
）

Q　
次
期
学
習
指
導
要
領
に
掲
げ
る
不
登
校

児
童
･
生
徒
を
は
じ
め
、
多
様
な
支
援
を
必

要
と
す
る
子
ど
も
に
対
す
る
「
柔
軟
な
教
育

課
程
の
在
り
方
」
に
つ
い
て
の
見
解
は
。

A　
次
期
学
習
指
導
要
領
の
論
点
整
理
に
は
、

個
々
の
不
登
校
児
童
･
生
徒
の
実
態
に
配
慮
し

た
特
別
の
教
育
課
程
を
、
必
要
に
応
じ
て
編
成

可
能
と
す
る
仕
組
み
を
新
設
す
る
方
向
で
検
討

す
べ
き
と
示
さ
れ
て
お
り
、
本
市
と
し
て
も
制

度
の
方
向
性
を
踏
ま
え
つ
つ
、
既
に
現
行
の
学

習
指
導
要
領
の
枠
内
で
柔
軟
な
教
育
課
程
の
工

夫
を
進
め
て
い
る
。
（
教
育
委
員
会
理
事
）

現行の学習指導要領
（出典：文部科学省）

［ その他の質問 ］
�入湯税を活用した持続可能な温泉施設につ
いて／契約事務適正化について
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日
本
共
産
党
福
知
山
市
会
議
員
団

中な
か
む
ら村 

初は

つ

よ代  

議
員

相談支援事業の委託料引き上げをQ
相談体制の充実へ引き上げを検討A

Q　
障
害
の
あ
る
人
の
困
り
ご
と
や
助
言
を

行
う
「
相
談
支
援
事
業
」
で
は
人
的
資
源
が

不
足
し
て
い
る
。
職
員
を
確
保
し
、
事
業
を

継
続
し
て
い
く
た
め
に
は
、
委
託
料
の
引
き

上
げ
が
必
要
だ
が
、
そ
の
考
え
は
。　
　

A　
相
談
体
制
の
充
実
や
障
害
の
あ
る
人
へ

の
相
談
支
援
を
進
め
る
た
め
に
、
委
託
料
に

つ
い
て
検
討
し
て
い
き
た
い
。　

Q　
在
宅
の
重
度
の
障
害
の
あ
る
人
に
対
し
、

日
常
生
活
用
具
が
給
付
さ
れ
て
い
る
。
加
齢

や
障
害
の
重
度
化
に
伴
い
、
排
尿
の
失
敗
が

増
え
、
日
常
的
に
紙
お
む
つ
を
使
わ
ざ
る
を

得
な
い
人
た
ち
が
増
え
て
い
る
。
紙
お
む
つ

は
高
価
で
負
担
が
大
き
く
、
給
付
の
対
象
を

拡
げ
て
ほ
し
い
と
の
要
望
が
あ
る
が
。

A　
紙
お
む
つ
の
給
付
の
対
象
は
、
先
天
性

疾
患
に
起
因
す
る
高
度
の
排
便
・
排
尿
機
能

障
害
の
あ
る
人
と
な
っ
て
い
る
。
給
付
対
象

は
、
「
日
常
生
活
用
具
給
付
事
業
」
の
要
綱

に
基
づ
い
て
進
め
て
い
き
た
い
。
（
健
康
福

祉
部
長
）

障害のある人の生活を支える相談事業

［ その他の質問 ］
・�憲法に基づいて平和な社会を
・大江町の資源を活かしたまちづくりについて

地
域
政
党
ふ
く
ち
や
ま

荒あ
ら
か
わ川 

浩ひ

ろ

し司  

議
員

けやき通りの落ち葉の処理は誰がQ
道路上も歩道も管理は市であるA

Q　
落
ち
葉
の
処
理
は
、
誰
が
す
る
の
か
。

A　
市
道
（
歩
道
も
含
む
）
の
管
理
は
市
で

あ
る
。
沿
線
の
方
々
で
処
理
さ
れ
て
き
た
。

市
は
主
に
8
月
の
「
道
の
日
」
や
、
11
月
の

「
マ
ラ
ソ
ン
」
の
前
に
清
掃
を
行
っ
て
い
る
。

Q　
街
路
樹
の
落
ち
葉
に
対
し
て
、
地
域
か

ら
苦
情
や
伐
採
の
要
望
は
出
て
い
る
か
。

A　
苦
情
は
、
落
ち
葉
の
処
理
の
際
に
聞
い

て
い
る
。
伐
採
の
要
望
は
聞
い
て
い
な
い
。

Q　
地
域
か
ら
伐
採
の
要
望
が
出
た
ら
、
市

は
街
路
樹
の
伐
採
を
す
る
の
か
。

A　
け
や
き
通
り
は
、
福
知
山
市
景
観
計
画

に
お
い
て
、
け
や
き
通
り
ま
ち
な
み
景
観
重

点
地
区
で
あ
り
、
通
行
上
の
安
全
に
問
題
が

無
い
限
り
、
伐
採
は
考
え
て
い
な
い
。

Q　
今
後
の
、
落
ち
葉
処
理
の
考
え
方
は
。

A　
市
も
引
き
続
き
処
理
は
行
う
が
、
市
民

の
皆
様
の
支
援
を
得
な
が
ら
、
本
市
の
玄
関

口
で
あ
る
都
市
空
間
の
景
観
作
り
に
寄
与
で

き
る
よ
う
努
め
て
い
き
た
い
。
（
建
設
交
通

部
長
）

けやき通りの落ち葉の状況

［ その他の質問 ］
・�本市の防災力の強化について
・�私立高校との連携と支援について　　他

蒼
士
会

野の

だ田 

晋し
ん
す
け介  

議
員

不登校支援にICT活用の考えはQ
既存ツールを活用し準備しているA

Q　
令
和
6
年
度
長
期
欠
席
（
90
日
以
上
）

児
童
生
徒
の
推
移
は
。

A　
小
学
校
で
30
名
、
中
学
校
で
80
名
。
前

年
と
比
較
し
、
小
学
校
が
10
名
増
加
、
中
学

校
は
5
名
減
少
し
て
い
る
。

Q　
自
宅
で
の
オ
ン
ラ
イ
ン
学
習
や
双
方
向

の
学
習
支
援
を
望
む
声
は
。

A　
オ
ン
ラ
イ
ン
学
習
な
ど
の
要
望
が
あ
る

場
合
は
、
授
業
の
配
信
や
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

ツ
ー
ル
を
活
用
し
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

取
る
な
ど
の
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
る
。

Q　
外
出
が
難
し
い
児
童
生
徒
の
学
習
機
会

を
確
保
す
る
た
め
に
、
オ
ン
ラ
イ
ン
学
習
支

援
の
導
入
を
検
討
す
る
考
え
は
。

A　
け
や
き
広
場
で
は
登
録
し
た
児
童
生
徒

が
自
宅
か
ら
通
所
で
き
な
い
場
合
を
想
定
し
、

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
や
学
習
支
援
が
で
き
る
よ
う

に
、
現
在
準
備
を
し
て
い
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の

児
童
生
徒
に
あ
っ
た
支
援
を
児
童
生
徒
本
人
、

保
護
者
、
学
校
と
相
談
し
な
が
ら
実
施
し
て

い
く
。
（
教
育
委
員
会
理
事
）令和元年～令和6年の福知山市不登校児童

生徒数推移（議員作成）

［ その他の質問 ］
・�押印廃止とオンライン申請による行政改革
・�福知山HANABI公民連携のあり方
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地
域
政
党
ふ
く
ち
や
ま

水み
ず
た
に谷 

タ
ツ
ヤ  

議
員

三和地域イベントの支援についてQ
補助金や物資の貸出などで支援A

Q　

三
和
で
行
わ
れ
て
い
る
「
地
域
お
こ

し
」
に
対
し
、
ど
の
よ
う
な
支
援
を
行
っ
て

い
る
の
か
。

A　
三
和
ふ
れ
あ
い
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
に
は

対
象
経
費
の
2
分
の
1
の
補
助
と
物
資
の
貸

出
な
ど
の
支
援
、
テ
ィ
ラ
ノ
サ
ウ
ル
ス
レ
ー

ス
は
市
が
共
催
し
支
援
を
行
っ
て
い
る
。
ま

た
、
移
住
者
交
流
会
は
ス
タ
ッ
フ
や
物
資
の

貸
出
な
ど
で
支
援
し
、
川
合
元
気
ま
つ
り
な

ど
の
各
地
域
で
の
取
り
組
み
に
対
し
て
も
、

申
し
出
が
あ
れ
ば
物
資
の
貸
出
を
行
う
形
で

協
力
し
て
い
る
。

Q　
地
域
お
こ
し
で
行
っ
て
い
る
事
業
に
対

し
、
金
銭
的
支
援
を
増
や
す
考
え
は
。

A　
三
和
ふ
れ
あ
い
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
に
補

助
金
を
交
付
、
地
域
の
ま
ち
づ
く
り
活
動
な

ど
に
は
、
福
知
山
市
ま
ち
づ
く
り
活
動
応
援

事
業
補
助
金
や
京
都
府
の
地
域
交
響
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
交
付
金
の
活
用
に
よ
り
地
域
の
ま

ち
づ
く
り
活
動
を
支
援
し
て
い
る
。
（
市
民

生
活
部
長
）

三和の地域おこし

［ その他の質問 ］
・�太陽光発電設置規制について
・今後の水稲渇水対策について　　　　他

福
知
山
市
議
会
公
明
党

大お
お
た
に谷 

洋よ
う
す
け介  

議
員

補聴器購入助成制度の創設をQ
具体的に検討しているA

Q　
福
知
山
医
師
会
の
市
長
要
望
の
内
容
は
。

A　
今
年
度
10
月
に
福
知
山
医
師
会
他
京
都

府
耳
鼻
咽
喉
科
専
門
医
会
会
長
か
ら
、
「
中

等
度
難
聴
者
へ
の
補
聴
器
購
入
助
成
制
度
導

入
」
に
つ
い
て
の
提
言
が
あ
っ
た
。
内
容
と

し
て
は
、
早
期
か
ら
補
聴
器
を
装
用
す
る
意

義
と
必
要
性
、
補
聴
器
が
普
及
し
な
い
大
き

な
要
因
で
あ
る
18
歳
以
上
の
人
が
補
聴
器
を

購
入
す
る
に
は
、
費
用
の
全
額
を
自
己
負
担

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
対
し
て
補
聴

器
購
入
助
成
制
度
の
導
入
を
要
望
さ
れ
た
。

（
健
康
福
祉
部
長
）

Q　
大
橋
市
長
の
御
所
見
は
。

A　
補
聴
器
購
入
助
成
も
含
め
た
支
援
の
在

り
方
に
つ
い
て
、
対
象
者
の
設
定
や
申
請
方

法
、
助
成
金
額
な
ど
を
具
体
的
に
検
討
し
て

い
る
。
（
市
長
）

補聴器

［ その他の質問 ］
・�福知山公立大学のこれからの10年について
・�これからの防災対策について　　　　他

日
本
共
産
党
福
知
山
市
会
議
員
団

吉よ

し

み見 

純す

み

お男  

議
員

三和診療所は公営で早期再開をQ
令和8年度再開に向けて協議中A

Q　

公
設
三
和
診
療
所
の
診
療
再
開
に
あ

た
っ
て
は
、
運
営
に
市
が
責
任
を
持
つ
「
国

民
健
康
保
険
診
療
施
設
」
と
し
て
、
設
置
検

討
を
行
う
よ
う
求
め
て
来
た
。
地
域
住
民
ア

ン
ケ
ー
ト
回
答
結
果
、
自
治
会
長
会
・
三
和

地
域
協
議
会
の
要
望
書
も
踏
ま
え
、
令
和
8

年
度
の
早
期
再
開
に
向
け
た
福
知
山
市
の
検

討
状
況
に
つ
い
て
、
答
弁
を
求
め
る
。

A　
ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ
る
実
態
調
査
は
地
域

に
お
住
ま
い
の
約
6
割
の
方
か
ら
回
答
を
得

た
。
現
在
、
調
査
の
結
果
や
地
域
の
要
望
、

ま
た
、
現
状
の
医
療
提
供
体
制
な
ど
を
総
合

的
に
検
討
し
な
が
ら
三
和
診
療
所
の
再
開
に

向
け
て
協
議
を
進
め
て
い
る
。
診
療
所
再
開

に
つ
い
て
は
、
令
和
8
年
度
中
の
再
開
に
向

け
予
算
計
上
の
時
期
、
運
営
形
態
、
診
療
所

の
開
設
日
や
開
設
時
間
な
ど
を
含
め
、
協
議

を
進
め
て
い
る
。
12
月
18
日
開
催
の
三
和
町

自
治
会
長
会
に
お
い
て
、
現
時
点
で
伝
達
で

き
る
こ
と
を
報
告
す
る
。
（
健
康
福
祉
部
長
）

公設三和診療所

［ その他の質問 ］
・�市民の暮らしと生業を守る物価高騰対策

は　　　　　　　　　　　　　　　　他
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蒼
士
会

髙た
か
は
し橋 

正ま

さ

き樹  

議
員

市街東部地域の計画道路の推進をQ
実現に向けて京都府と連携を図るA

Q　
都
市
計
画
道
路
、「
多
保
市
正
明
寺
線
」、

「
前
田
岩
間
線
」
は
平
成
25
年
の
路
線
網
見

直
し
に
お
い
て
も
将
来
的
に
必
要
な
路
線
と

し
て
い
る
が
、
事
業
着
手
の
兆
し
が
見
え
な

い
。
各
々
の
路
線
の
重
要
性
と
そ
の
方
向
性

は
。

A　
多
保
市
正
明
寺
線
に
つ
い
て
は
、
重
要

な
路
線
と
認
識
し
て
い
る
が
、
家
屋
が
密
集

す
る
地
域
が
膨
ら
ん
で
行
け
ば
、
費
用
対
効

果
の
検
証
を
行
い
、
ル
ー
ト
変
更
を
行
う
場

合
に
は
、
住
民
の
意
見
を
踏
ま
え
て
慎
重
に

判
断
す
る
必
要
が
あ
る
。
前
田
岩
間
線
に
つ

い
て
は
、
長
田
野
工
業
団
地
と
兵
庫
県
と
の

接
続
で
市
の
産
業
発
展
に
寄
与
す
る
重
要
な

路
線
と
捉
え
て
い
る
。
（
建
設
交
通
部
長
）

Q　
前
田
岩
間
線
は
岩
間
地
域
内
で
は
既
に

用
地
確
保
が
終
わ
っ
て
い
る
。
残
り
は
山
林

等
の
5
0
0
㍍
ほ
ど
で
事
業
化
し
や
す
い
が
。

A　
現
在
、
他
2
工
区
の
事
業
実
施
中
で
あ

り
、
こ
れ
ら
の
進
捗
を
図
り
な
が
ら
、
次
の

路
線
検
討
を
進
め
て
い
き
た
い
。
（
市
長
）

T字路から先に延伸が計画されている都市
計画道路「前田岩間線」

［ その他の質問 ］
・�違法建築物の撲滅について市の果たすべ

き役割は

新
政
会

小こ

ま

つ松 

遼り
ょ
う
た太  

議
員

5年で職員95名減は困難ではQ
年度ごとに確認し、進めていくA

Q　
経
常
収
支
比
率
が
前
年
比
2
・
7
ポ
イ

ン
ト
増
の
96
・
4
％
と
な
り
、
現
状
、
本
市

は
類
似
す
る
自
治
体
よ
り
も
職
員
数
が
多
い
。

財
政
が
厳
し
い
の
は
も
ち
ろ
ん
理
解
で
き
る

が
、
今
ま
で
も
行
財
政
改
革
を
行
な
っ
て
き

た
本
市
が
今
後
5
年
間
で
正
職
員
20
名
、
会

計
年
度
任
用
職
員
75
名
の
計
95
名
の
職
員
を

減
ら
す
の
は
厳
し
い
の
で
は
。
具
体
的
な
目

標
や
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

A　
事
業
を
見
直
す
影
響
も
考
慮
す
る
必
要

が
あ
り
、
事
務
・
事
業
の
廃
止
な
ど
は
慎
重

に
進
め
る
。
年
度
毎
の
具
体
的
な
数
値
目
標

は
立
て
て
い
な
い
が
、
進
捗
状
況
を
年
度
毎

に
確
認
し
、
5
年
後
に
類
似
団
体
平
均
並
み

に
し
て
い
き
た
い
。
（
市
長
公
室
長
）

Q　
飛
躍
的
に
進
歩
す
る
A
I
を
先
進
自
治

体
並
み
に
取
り
入
れ
、
改
革
を
断
行
し
て
は
。

A　
I
C
T
技
術
の
活
用
に
取
り
組
ん
で
い

る
。
試
行
段
階
だ
が
、
今
月
か
ら
全
職
員
が
生

成
A
I
を
業
務
に
活
用
す
る
取
り
組
み
を
始

め
、
職
員
研
修
も
行
な
っ
て
い
る
。
（
市
長
）

福知山市業務効率化と人員配置、職場環
境づくりの一体改革資料抜粋・改変

［ その他の質問 ］
グローバル人材育成の恒常的な教育機会創
出は／アフター万博の取り組み

新
政
会

井い
の
う
え上 

雄ゆ
う
い
ち一  

議
員

三段池公園の通信不具合の実態Q
通信環境調査し改善策を検討A

Q　
公
園
全
体
の
通
信
環
境
に
つ
い
て
、
市

は
ど
の
よ
う
な
状
況
だ
と
把
握
し
て
い
る
か
。

A　
多
く
の
利
用
者
が
集
ま
る
イ
ベ
ン
ト
時

に
通
信
状
況
が
悪
化
す
る
と
の
認
識
が
あ
る

が
、
通
常
利
用
で
は
通
信
に
関
す
る
苦
情
や

要
望
は
な
い
。
（
建
設
交
通
部
長
）

Q　
三
段
池
公
園
総
合
体
育
館
に
お
け
る
通

信
環
境
の
課
題
認
識
と
、
特
設
公
衆
電
話
に

加
え
た
安
否
確
認
手
段
の
確
保
方
針
は
何
か
。

A　
過
去
の
避
難
者
か
ら
通
信
不
具
合
の
申

し
入
れ
は
な
い
が
、
三
段
池
体
育
館
で
は

N
T
T
西
日
本
と
の
協
定
に
基
づ
き
特
設
公

衆
電
話
を
設
置
し
、
衛
星
電
話
や
移
動
基
地

局
車
の
要
請
な
ど
大
規
模
災
害
時
通
信
を
確

保
し
て
い
く
。
（
危
機
管
理
監
）

Q　
三
段
池
公
園
の
通
信
環
境
改
善
に
つ
い

て
、
検
討
す
る
考
え
は
あ
る
か
。

A　
災
害
時
の
通
信
確
保
を
強
化
し
、
公
園

全
体
の
環
境
を
調
査
の
上
、
必
要
な
改
善
策

を
検
討
・
対
応
し
て
い
く
。
（
市
長
）

平時の総合体育館とエントランス広場

［ その他の質問 ］
・�インフルエンザ対策　学校現場の現状と

課題について
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活
動
日

11
月
4
日
㈫

場
　
所

熊
本
市
役
所

「
妊
娠
内
密
相
談
セ
ン
タ
ー
」の

取
り
組
み
に
つ
い
て

　
孤
立
出
産
に
よ
っ
て
失
わ
れ
て
い

く
命
を
救
っ
て
き
た
慈
恵
病
院
「
こ

う
の
と
り
の
ゆ
り
か
ご
」
と
、
そ
こ

か
ら
派
生
し
た
行
政
の
取
り
組
み
を

聞
く
こ
と
が
で
き
た
。
「
こ
う
の
と

り
の
ゆ
り
か
ご
」
預
け
入
れ
状
況
と

し
て
、
平
成
19
年
か
ら
令
和
６
年
末

時
点
で
１
９
３
件
と
の
こ
と
で
あ
っ

た
。
妊
娠
内
密
相
談
セ
ン
タ
ー
で
は
、

「
相
談
者
に
寄
り
添
い
時
間
を
か
け

て
信
頼
関
係
を
築
く
こ
と
。
命
を
守

り
た
い
。
母
子
共
に
幸
せ
に
な
る

手
立
て
を

考
え
て
い

る
。
」
と

の
言
葉
は
、

す
べ
て
の

福
祉
施
策

に
通
ず
る

も
の
で
あ

る
と
感
じ

た
。活動

日

11
月
4
日
㈫

場
　
所

熊
本
乳
児
院

「
熊
本
乳
児
院
」の

取
り
組
み
に
つ
い
て

　
熊
本
乳
児
院
は
、
「
子
ど
も
の
権

利
擁
護
の
代
弁
者
」
と
し
て
家
庭
で

の
生
活
が
困
難
な
乳
幼
児
の
養
育
を

行
な
っ
て
き
た
。
こ
ど
も
た
ち
に

と
っ
て
の
「
も
う
一
つ
の
お
う
ち
」

を
目
指
し
、
安
心
・
安
全
な
環
境
を

提
供
さ
れ
て
い
る
。

活
動
日

11
月
5
日
㈬

場
　
所

大
阪
府
八
尾
市

「
不
登
校
児
童
生
徒
支
援
事
業
」

に
つ
い
て

　

八
尾
市
教
育
セ
ン
タ
ー
で
、
八
尾

市
の
不
登
校
児
童
生
徒
の
支
援
事
業

は
、「
誰
一
人
取
り
残
さ
な
い
八
尾
の

教
育
実
現
」
を
目
指
し
て
、
支
援
の

充
実
・
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
な
ど
多
様
な
教

育
機
会
や
居
場
所
づ
く
り
に
取
り
組

ま
れ
て
い
る
。
特
に
、
オ
ン
ラ
イ
ン

学
習
支
援
に
よ
り
児
童
生
徒
用
端
末

を
活
用
し
た
学
習
は
画
期
的
で
あ
る

と
感
じ
た
。
八
尾
市
で
は
こ
う
い
っ

た
取
り
組
み
か
ら
不
登
校
児
童
生
徒

が
減
少
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。

本
市
に
お
い
て
も
こ
ど
も
フ
ァ
ー
ス

ト
を
重
視

し
た
学
習

支
援
の
あ

り
方
に
つ

い
て
深
掘

り
で
き
れ

ば
と
感
じ

た
と
こ
ろ

で
あ
る
。

熊本市「妊娠内密相談センター及び乳児院」、
八尾市「不登校児童生徒支援事業」の行政視察

委 員 会 活 動 報 告
教育厚生委員会

活
動
日

11
月
13
日
㈭

場
　
所

岡
山
県
倉
敷
市
役
所

防
災・減
災
の
取
り
組
み

　
岡
山
県
倉
敷
市
真
備
地
区
は
、
平

成
30
年
７
月
豪
雨
災
害
か
ら
の
復
興

に
向
け
た
「
真
備
緊
急
治
水
対
策
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に
基
づ
き
、
小
田
川

と
高
梁
川
の
合
流
点
を
下
流
に
付
け

替
え
る
大
事
業
を
５
箇
年
の
工
期
短

縮
の
う
え
無
事
達
成
さ
れ
た
。

　
避
難
行
動
要
支
援
者
個
別
避
難
計

画
の
作
成
に
際
し
て
は
、
防
災
及
び

福
祉
関
係
職
員
の
み
な
ら
ず
、
全
庁

的
な
取
り
組
み
と
し
て
数
多
く
の
職

員
が
携
わ
っ
て
お
ら
れ
、
本
市
に
お

い
て
も
非
常
に
参
考
に
さ
せ
て
い
た

だ
け
る
取
り
組
み
で
あ
る
と
感
じ
た
。

　
ま
た
、
計
画
的
な
「
く
ら
し
き
防

災
フ
ェ
ア
」
の
開
催
に
よ
り
、
幅
広

い
防
災
教
育
の
推
進
に
も
努
め
ら
れ

未
曾
有

の
大
災

害
を
風

化
さ
せ

な
い
自

治
体
の

強
い
意

気
込
み

を
感
じ

た
。

活
動
日

11
月
14
日
㈮

場
　
所

新
見
公
立
大
学

地
域
共
生
を
推
進
す
る

公
立
大
学
の
取
り
組
み

　

新
見
公
立
大
学
は
、
広
域
事
務
組

合
に
よ
り
設
立
さ
れ
た
短
期
大
学
か

ら
改
組
転
換
の
後
、
地
方
独
立
行
政

法
人
新
見
公
立
大
学
に
移
行
さ
れ
た

大
学
で
あ
り
、設
立
経
緯
は
福
知
山
公

立
大
学
と
似
通
っ
て
い
る
大
学
で
あ
る
。

　
看
護
学
科
を
中
心
と
す
る
健
康
科

学
部
と
、
助
産
学
専
攻
科
、
大
学
院

看
護
学
研
究
科
等
で
構
成
さ
れ
て
お

り
、
地
域
ニ
ー
ズ
に
呼
応
で
き
る
人

材
養
成
機
関
で
あ
る
と
と
も
に
、
運

営
に
関
し
て
は
、
年
間
約
13
億
円
の

運
営
費
を
約
４
億
円
の
学
生
納
付
金

等
と
約
９
億
円
の
市
か
ら
の
運
営
交

付
金
で
賄
わ
れ
て
お
り
、
安
定
し
た

経
営
環
境
に
あ
る
と
感
じ
た
。

　
ま
た
、
新
見
公
立
大
学
が
取
り
組

ま
れ
て
い
る
「
地
域
共
生
推
進
セ
ン

タ
ー
」
は
、
大
学
が
持
つ
学
術
的
資

源
と
地
域

社
会
の
ニ
ー

ズ
を
結
び
つ

け
る
「
橋
渡

し
役
」
と
し

て
、
大
き
な

役
割
を
担
っ

て
い
る
と
感

じ
た
。

「防災・減災の取り組み」と
「地域共生を推進する公立大学の取り組み」

委 員 会 活 動 報 告
総務防災委員会

熊本市

八尾市教育センター

岡山県倉敷市

新見公立大学

委
員
会
活
動
報
告
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委 員 会 活 動 報 告
産業建設委員会

公共交通の課題についての行政視察と
有害鳥獣対策強化に向けた京都府への要望活動を実施

活
動
日

10
月
15
日
㈬

場
　
所

福
知
山
市
役
所

地
域
づ
く
り
組
織
と
の

意
見
交
換
会

　
公
共
交
通
空
白
地
有
償
運
送
事
業

に
取
り
組
む
三
和
地
域
協
議
会
と
大

江
ま
ち
づ
く
り
住
民
協
議
会
の
方
々

と
、
事
業

の
現
状
・

課
題
や
運

転
手
確
保

の
苦
労
に

つ
い
て
意

見
交
換
を

行
っ
た
。

活
動
日

11
月
10
日
㈪

場
　
所

綾
部
市
役
所

市
バ
ス
事
業
「
あ
や
バ
ス
」
の

取
り
組
み
に
つ
い
て

　
市
バ
ス
以
外
に
民
間
バ
ス
等
が
な

い
中
で
事
業
を
守
り
抜
く
と
い
う
強

い
決
意
で
取
り
組
ま
れ
て
い
る
姿
に

感
銘
を
受
け
た
。
ま
た
、
幼
少
期
か

ら
バ
ス
に
親
し
め
る
よ
う
、
様
々
な

方
策
を
展
開
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
つ

い
て
学
ん
だ
。

活
動
日

11
月
12
日
㈬

場
　
所

愛
知
県
瀬
戸
市
役
所

住
民
バ
ス
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

　
大
規
模
団
地
内
で
住
民
主
体
に
運

行
さ
れ
る
「
住
民
バ
ス
」
と
市
内
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
を
視
察
し
、
複
数

自
治
会
の
費
用
負
担
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
運
転
手
に
よ
る
運
行
が
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
醸
成
に
寄
与
し
て
い
る

事
例
を
学
ん
だ
。

活
動
日

11
月
13
日
㈭

場
　
所

愛
知
県
新
城
市
役
所

デ
マ
ン
ド
交
通
の

取
り
組
み
に
つ
い
て

　
市
町
村
合
併
に
よ
っ
て
創
設
さ
れ

た
地
域
自
治
区
制
度
を
基
盤
と
す
る

デ
マ
ン
ド
交
通
（
Ｓ
バ
ス
）
の
現
状

と
課
題
を
調
査
し
、
地
域
実
情
に
即

し
た
交
通
シ
ス
テ
ム
を
住
民
が
考
え
、

協
議
会
で
運
営
す
る
仕
組
み
を
学
び
、

大
い
に
参
考
と
し
た
。

活
動
日

11
月
20
日
㈭

場
　
所

京
都
府
福
知
山
総
合
庁
舎

有
害
鳥
獣
対
策
強
化
の
要
望
活
動

　
京
都
府
へ
有
害
鳥
獣
対
策
強
化
を

要
望
し
、
捕
獲
・
防
除
対
策
の
強
化

へ
の
財
政
支
援
や
ク
マ
・
シ
カ
な
ど
に

よ
る
人
身
被
害
回
避
や
安
全
対
策
の

強
化
な
ど
を
求
め
る
要
望
書
を
提
出

し
、
質
疑
応
答
や
意
見
交
換
を
通
じ

継
続
的
な
対
策
強
化
を
強
く
訴
え
た
。

活
動
日

10
月
21
日
㈫

場
　
所

市
民
交
流
プ
ラ
ザ

ふ
く
ち
や
ま

出
前
懇
談
会

　
委
員
会
で
は
７
月
に
、
市
や
京

都
府
、
国
交
省
福
知
山
河
川
国
道

事
務
所
と
の
勉
強
会
や
現
場
視
察
、

8
月
に
は
京
都
府
、
国
交
省
へ
要

望
活
動
を
行
っ
て
き
た
。
そ
れ

ら
を
踏
ま
え
、
住
民
の
皆
さ
ん
と

懇
談
会
を
開
催
し
、
意
見
交
換
を

行
っ
た
。

　
こ
れ
ま
で
浸
水
被
害
に
遭
わ
れ

た
地
域
の
方
々
な
ど
か
ら
多
く
の

要
望
や
意
見
を
聞
か
せ
て
い
た
だ

き
非
常
に
貴
重
な
機
会
と
な
っ
た
。

【
主
な
意
見
・
要
望
】

・
右
岸
側
の
内
水
対
策
に
つ
い
て
、

宅
地
嵩
上
げ
だ
け
で
な
く
、
ポ

ン
プ
場
の
設
置
な
り
抜
本
的
な

対
策
を
早
期
に
お
願
い
し
た
い
。

・
宅
地
嵩
上
げ
の
方
が
費
用
対
効

果
は
確
実
で
あ
る
が
、
ポ
ン
プ

場
の
設
置
が
優
先
で
は
な
い
か
。

・
由
良
川
改
修
全
体
で
予
算
の
確

保
が
重
要
と
な
っ
て
く
る
。
予

算
確
保
を
お
願
い
し
た
い
。

・
宅
地
嵩
上
げ
は
早
急
に
し
て
い

た
だ
き
た
い
切
実
な
問
題
で
あ

る
。

・
マ
ス
プ
ロ
ダ
ク
ツ
型
排
水
ポ
ン

プ
の
精
度
は
。

・
右
岸
側
の
内
水
対
策
に
つ
い
て
、

築
堤
区
間
を
過
ぎ
て
の
宅
地
嵩

上
げ
は
あ
り
え
な
い
と
国
交
省

か
ら
あ
っ
た
が
そ
の
辺
り
の
見

解
は
。

・
高
畑
の
築
堤
の
進
捗
状
況
は
。

委 員 会 活 動 報 告
由良川改修促進
特 別 委 員 会

住民の皆さんの声を議会へ
由良川改修に関する「出前懇談会」を実施

意見交換会

市民との意見交換

ご案内

委
員
会
活
動
報
告
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深
刻
化
す
る
議
員
の
な
り
手
不
足

　

近
年
の
地
方
議
会
は
、
深
刻
化
す
る

議
員
の
な
り
手
不
足
、
議
員
の
多
様
性

の
低
さ
、
無
投
票
当
選
の
増
加
、
投
票

率
の
低
下
と
い
っ
た
課
題
を
抱
え
て
い

ま
す
。
そ
う
し
た
中
、
議
会
で
活
躍
す

る
人
材
を
確
保
す
る
た
め
の
環
境
整
備

の
ひ
と
つ
の
側
面
と
し
て
、
議
員
報
酬

に
つ
い
て
の
議
論
が
全
国
的
に
広
が
っ

て
い
ま
す
。

福
知
山
市
の
報
酬
等
と
そ
の
検
討

　

福
知
山
市
の
議
員
報
酬
は
、
平
成
15

年
の
減
額
改
定
以
降
、
20
年
以
上
に
わ

た
り
現
状
維
持
で
据
え
置
か
れ
て
い
ま

す
。
議
員
定
数
は
平
成
18
年
合
併
時
の

32
人
か
ら
段
階
的
に
削
減
し
、
現
在
は

24
人
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
間
、
社

会
情
勢
の
変
化
や
物
価
の
上
昇
、
議
会

改
革
に
よ
る
議
会
・
議
員
の
活
動
量
の

増
加
な
ど
、
議
員
を
取
り
巻
く
環
境
は

大
き
く
変
化
し
て
き
ま
し
た
。
平
成
23

年
の
国
の
法
改
正
で
は
、
そ
れ
ま
で

あ
っ
た
退
任
後
の
年
金
制
度
も
廃
止
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

本
委
員
会
で
は
、
平
成
29
年
度
以
降
、

今
後
の
議
員
報
酬
の
あ
り
方
を
中
心
に

検
討
を
進
め
て
い
ま
す
。
令
和
7
年
度

の
委
員
会
活
動
で
は
、
10
月
ま
で
に
10 

回
の
委
員
会
を
開
催
し
、
オ
ン
ラ
イ
ン

研
修
や
議
員
ア
ン
ケ
ー
ト
の
実
施
、
他

市
の
状
況
調
査
な
ど
を
行
い
、
議
論
を

重
ね
て
き
ま
し
た
。

「
議
会
力・議
員
力
」の
ア
ッ
プ

多
様
な
人
材
が
活
躍
す
る
議
会
に

　

議
員
報
酬
に
つ
い
て
の
議
論
は
、
議

員
の
な
り
手
不
足
解
消
の
み
な
ら
ず
、

人
材
の
多
様
性
を
確
保
す
る
こ
と
で
さ

ま
ざ
ま
な
地
域
課
題
を
解
決
し
て
い
く

た
め
の
「
議
会
力
・
議
員
力
」
の
ア
ッ

プ
の
た
め
の
議
論
で
す
。
地
方
議
会
で

は
女
性
議
員
や
若
手
議
員
の
占
め
る
割

合
が
低
く
、
全
国
の
市
議
会
議
員
の

中
で
女
性
が
全
体
に
占
め
る
割
合
は
約

20
%
、
年
代
別
で
20
～
30
歳
代
が
全
体

に
占
め
る
割
合
は
10
%
以
下
と
な
っ
て

い
ま
す
。
本
市
議
会
で
は
さ
ら
に
低
く
、

女
性
議
員
の
割
合
は
9
%
、
30
歳
代
ま

で
の
議
員
は
4
%
の
水
準
で
す
。 

　

政
策
に
新
た
な
視
点
や
価
値
観
を
取

り
入
れ
、
多
様
化
・
複
雑
化
す
る
住
民

ニ
ー
ズ
や
地
域
課
題
に
応
え
て
い
く
た

め
に
は
、
多
様
な
人
材
が
議
員
と
し
て

活
動
し
や
す
い
環
境
を
整
え
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。

議
員
報
酬
等
に
関
す
る 

「
中
間
報
告
書
」

　

本
市
の
議
員
報
酬
の
推
移
、
全
国
・

京
都
府
内
・
類
似
団
体
と
の
比
較
、
議

会
の
活
動
量
の
変
化
、
選
挙
に
お
け
る

投
票
率
の
推
移
、
議
員
の
属
性
、
物

価
・
民
間
賃
金
の
状
況
と
い
っ
た
調
査

内
容
や
、
そ
れ
を
ふ
ま
え
た
議
員
ア
ン

ケ
ー
ト
の
結
果
を
「
中
間
報
告
書
」
に

ま
と
め
ま
し
た
。
10
月
末
に
全
議
員
で

共
有
し
、
引
き
続
き
議
論
を
深
め
て
い

く
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

今
後
に
向
け
て

　

本
委
員
会
で
は
、
議
論
の
内
容
を
広

く
周
知
す
る
と
と
も
に
、
有
識
者
か
ら

の
意
見
聴
取
や
市
民
と
の
意
見
交
換

な
ど
の
取
り
組
み
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

取
り
組
み
を
通
じ
て
議
員
報
酬
の
適
正

な
あ
り
方
に
つ
い
て
さ
ら
に
慎
重
に
議

論
を
深
め
、
令
和
8
年
度
中
の
で
き
る

だ
け
早
い
時
期
に
最
終
報
告
を
取
り
ま

と
め
、
結
論
を
示
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

多様な人材確保へ
議員報酬等の議論進む

委 員 会 活 動 報 告
議員報酬等検討委員会

中
間
報
告
書
の

内
容
は
こ
ち
ら
へ 

８月にはオンライン研修をふまえて議論した

10月末に全議員で共有した「中間報告書」

委
員
会
活
動
報
告



＠fukuchiyama_shigikai
福知山市議会福知山市議会

「議員って堅苦しい…」「近寄りづらい…」？？
議員1人1人の熱い想い

人柄、個性を切り取り発信中

議会だよりだけではつたわらない議会のこと、
Live配信や録画配信

議会改革の取組や議事録公開

SNSやホームページ更新中！

●議員が選ぶ いがいと福知山
●無人島に1つだけ持っていくなら
●議会だより発行（約31年前）のあなたは？  など

ホームページFacebook

議 会 を も っ と 身 近 に

そんなこと
ない!!

議 員 の 素 顔 を の ぞ き 見 ！？

Instagramでは、「お題」を決めてそれに対する議員の回答を掲載！
これまでに、こんなお題に答えてきました。

フォロー
してね

議会の日程や、各種案内
など

全文は、公式インスタでチェック！
あなたの推しが見つかるかも
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読
ま
れ
、
見
ら
れ
、
感
じ
ら

れ
る
広
報
誌
へ
と
、
紙
面
刷
新

に
、
委
員
会
の
編
集
会
議
は
い

つ
も
賑
や
か
で
す
。
若
手
（
？
）

の
委
員
長
・
副
委
員
長
以
下
、

委
員
間
で
楽
し
い
発
想
が
飛
び

交
い
ま
す
。
今
号
で
目
立
っ
て

変
わ
っ
た
と
こ
ろ
は
一
般
質
問

者
の
コ
ー
ナ
ー
の
構
成
で
す
。

よ
り
コ
ン
パ
ク
ト
に
な
り
、
一

ペ
ー
ジ
に
議
員
が
三
名
ず
つ
三

段
に
ポ
ン
ポ
ン
ポ
ン
と
載
る
形

に
な
り
ま
し
た
。
実
は
、
ギ
リ

ギ
リ
に
、
も
っ
と
ぐ
っ
と
引
き

付
け
る
ア
イ
デ
ア
が
な
い
か
、

考
え
て
み
て
と
指
示
が
あ
り
、

私
も
、
斬
新
で
も
奇
抜
で
も
な

い
で
す
が
、
こ
の
編
集
後
記
も

書
き
直
し
ま
し
た
。
文
章
一
つ

に
も
自
分
が
現
れ
る
も
の
で
、

取
り
残
さ
れ
な
い
よ
う
に
弛
ま

ず
自
分
を
磨
き
、
心
を
開
い
て

世
の
中
を
呼
吸
し
て
い
こ
う
と

励
ん
で
い
ま
す
。

（
広
報
広
聴
委
員
会委員 

足
立
伸
一
）

編 

集 

後 

記

お
知
ら
せ



令和8年度
当初予算を問う次回予告

改
革
と

　  
希
望
の
一
手
は

福知山市議会
3月定例会 2.24火

開始時刻：午前１０時
3.30月
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TEL.0773（

24）7031　
FAX.0773（

24）7080 

次回の議会だよりに掲載の有料広告を募集しています。詳しくは、市議会事務局（TEL0773-24-7031）まで

どなたでも傍聴できます
本会議は市役所６階、委員会は５階へお越しください。
会議のもようは映像配信します。ぜひ、ご覧ください。
詳細は福知山市議会ホームページをご覧ください。

（主な予定）
2月24日（火）　　本会議 
3月  4日（水）　　本会議（一般質問）
　　 5日（木）　　本会議（一般質問）
　　 6日（金）　　所管別委員会  
　　 9日（月）
　　　 ～　　　  予算審査委員会
　  12日（木）    
　  24日（火）　　予算審査委員会（総括質疑）       
　  25日（水）　　予算審査委員会（自由討議）
　  30日（月）　　本会議（採決）        

撮影場所：夜久野高原八十八カ所石仏めぐり山中


